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1は じ め に

奈良大学に社会学部が開設されて、4年 目に入 り、本年は第一回目の卒業生が出る予定になっ

ている。初期のころより入学試験に関係 し、入学試験に関する資料やデータを集めており、ま

た、入学後の学生の履修状況についても留意 して来た。今回、入試方法、入試得点と手続率、

入学後の学習状態(主 に成績と単位の修得状態)を 統計解析で分析 した。卒業生が出ていない

段階で、データも充分にそろっていな く、中間報告とい うことで本稿をまとめた。

さらに、統計モデルを用いて、合格者の入試得点に対する入学手続者の分布についても検討

した。受験生が複数の大学を受験 して、合格する大学が一人平均4大 学とすると、大学側から

見れば、合格者の4人 に1人 しか入学手続きをしないことになる。発表合格者に対す る入学者

の比率を入学手続率とい う。国立大学では、この手続率は100～70%、 私立大学では、50～30

%程 度となる大学の多いと言われている。また、手続率は大学の学科、年度および入試制度に

よって特性が異なり、正確な予測は難か しい。本稿では、統計モデルにより手続率を分析 して、

今までよりも精度よく予測する一改良方法を提案す る。予測の改良は、私立大学では良い学生

を確保する上で、重要な要素である。

2.入 学制度について

社会学部は、社会学科と産業社会学科より構成され、入学定員はそれぞれ90名 である。入学

の制度として、指定校制の特別推薦による入学は全定員の22%(20名)、 公募制による推薦入

学は定員の33%(30名)、 一般入学試験による入学は定員の45%(40名)と なっている。 これ

以外に学園内進学者として、両学科それぞれ4名 以内がある。開設年度に限 り、募集期間が短

かったため、推薦入試による入学を増や した。

今までの入学試験の結果、試験区分による入学生および各年度によって、試験区分別の入学

者の比率には、少 しつつ変動はあるが、平成元年～3年 までの平均値を見ると、手続率、入学

率に違いはあっても両学科ともに、募集定員の比率は、表1で みられるようにほぼ同じ割合い

になっている。 さらに、年度別に志願者、受験者、合格者、入学者をまとめたのが、表2で あ
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る。年 ごとに志願者数が増加する傾向にあるが、手続率、入学率ともに下降していることがわ

かる。表にはないが志願者、合格者ともに近畿圏より、全国的にひろがりを見せてお り》中部

圏、中国圏の増加が著 しい。

社 会 学 科

定員(90名)
の比串(%)

、

昭和63年度
(%)

平成元年度
(%)

平成2年 度
(/}

平成3年 度
(%)

平成元年～3年 度の
平均値(%)

特別推鵬 試験による
入学者の比率 20名,22% 12.4 20.2 25.0 23.6 22.9

推 薦 試 験 に よ る
入学者の比率

33名,33% 64.8 33.'3 15.3 41.5 29.9
一 般 試 験 に よ る

入学者の比寧 40名,45% 20.4 43.4 56.5 30.2 43.4

学 園 内 進 学 者 (4名) 2.8 3.0 3.2 4.7 3.6

産業社会学科

定員(90名)
の比率(%)

昭和63年度
(%)

平成元年度
(%)

平 成2年 度
Cgs)

平成3年 度
(%)

平成元年～3年 度の
平均値(%)

特別推薦試験による
入学者の比率 20名,22% 15.4 14.4 15.6 26.8 is.s

推 鳶 試 験 に よ る
入学者の比率

㌔

33名,33% 62.2 31.8 as.z 30.9 33.1

一 般 試 験 に よ る

入学者の比磁 40名,45% 18.9 52.3 44.d 38.1 44.8

学 園 内 進 学 者 (4名) 3.5 1.9 3.7 4.1 3.2

《表1》 入学試験別による入学者の比率
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3.入 学手続者の理論的検討

ここに、合格者の入試得点と入学手統率との関係を理論的に解析す る。大学 としてわかうて

いるのは、入試得点と個人が入学手続 きをして、入学をして来たか否かの情報だけである。

入試における得点、xと 辞退率、yが 、相関係数 ρの2次 元ガウス分布に従 うものとするω。

計算を簡単にするために、平均値0、 分散値1.0に 正規化 した値をx、yと し、 ρはxとyの

共分散とする。また、x、yの 同時確率密度関数fは 、

f{x,y}=
1

2

2π〉一 炉

x2-2pxtノ 十92

2(1-p2) (1}

b

y辞 週率

入学醇退者

/////,
膨 入一

a%//・-

i

i

不合格者 合格者

図1入 学辞退者の分布

である。いま、図1の ように、ある定数bに 対 して、y≧bの 人は合格 しても(x≧a)、 入

学を辞退するものとする。bが 大 きいほど大学の難易度は高 く、aが 大 きいほど最低合格率が

高いことを意味 している。入試得点xに おける(局 所的)手 続率は、次式で計算出来 る。
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∫』N∫(吻 吻
4(x)= ∫=

N/(x・ ω 吻
(2}

ーρ一b

両
ーF= (3)

=F(G-Rx) . (4)

た だ し、

PG=R=

煽,
b

両 (5}

である。ここに、F(x)は ガウス分布の分布関数である。(5)式におけるGを 手続指数 と呼び、

G値 が大 きいほど手続率がよい。私立大学の多 くの場合、Rの 値は経験的にほぼ1に 近 く、 ρ

≒0.7と 考えられる。手続率曲線4(の は

1.0

o.o

x入 試得 点

図2手 続率と分布関数曲線

と書ける。すなおち、.入試得点の上位者からの分布関数曲線F(-x)と 手続率曲線4@)を

図示すると図2の ようになる。このモデルによれば、入試成績の良い受験生ほど手続率は悪 く、

最低合格点に近づ くほど手続率は良 くなる。1im.4¢)⇒0と なるが、高得点を取 った受験生で
x→co
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すべて入学を辞退するわけでない。また、点数は最低合格点が下がった場合の予想手続曲線を

示 している。 この楊合も最低合格卓をい く.ら下げても、五m底 コじ)⇒1、であるが、全員が入学x→a

手続 きを取ることはないことを意味 している。

実際に社会学部の平成3年 度一般入試の場合について、入試得点と手続率の関係を示 したの

が、図3で ある。一般に、入試得点が高 くなるほど手続率は悪 くなる。 もちろん、入試区分

(推薦入試か一般入試)、 入試年度によっても手続率ほ変化する。理論的解析結果に実際の入

試データがほぼ合 うようになって来たのは、"ここ1～2年 の傾向である。 これは受験生側にも

入試データがそろいだ して、これを参考にした進学指導が行なわれだ したものと思われる。

y手 続率
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図3H3年 度一般入学試験における入試得点と手続率

最低合格点に近 くなるほど、手続率が良 くなることは、最低合格点の設定は慎重に行なわれ

なければならないことを意味 している。最低合格点を高めに設定すると定員割れを、低めに設

定すると、定員超過を起 こし、 しかも、その誤差も大きいことである。正確な入学者数を見積

るためには、まず入試得点をクラス別に分類 して、そのクラス別に手続率の重みをつけて評価

する必要がある。 さらに、近隣大学の類似学部の過去の入学実績との補正も必要となる。すな

わち、経営戦略のSIS(StrategicInformation.System)手 法を導入 して、より正確な合

格者数に対する入学者数の見積 りが出来る。

学部における入試区分別の入学率については、過去4年 間、特別推薦、学園内進学について

は、100%で あり、初期の目的を達 しているが、推薦試験による学生と一般試験による学生の

入学率は、年々下がる傾向にある1(表2参 照)。
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4.入 学後の成績追跡調査について

次に、学部に入学 して来た学生の成績と単位修得状況を調ぺた。準備の都合で、成績につい

てほ必須科 目である英語A、 英語Bと 比較的多 くの学生が受講 していて、実習を行い教員の指

導方針が統一されているため、教員間による成績の差が少ない情報科学の三科目と単位修得状

態 について、統計解析 ソフ トウェア(SPSSx)を 使って、クロス集計を行 った。調査対象

は4回 生(昭 和63年 度入学)と3回 生(平 成元年入学)の491名 について実施 した。2回 生

(平成2年 度入学)と1回 生(平 成3年 度入学)に ついては、調査時点で、資料がそろってい

なかったので除外 した。本来、卒業生が2～5回 程度出てから解析を行 うのが通常であるが、

今回は、中間報告とい うことにした。この491名 を表3の 通 り、入学区分により4グ ループに

わけた。学園内進学者のサソプル数は、全体から見て少なす ぎるめで、統計上の問題はある。

表4に は、第一年時における単位修得状態を学園内進学者(G)と その他のグループ(特 別推

薦、推薦、一般入試によって入学 した掌生(Z))と の差を要因分析型集計表によって解析 し

た結果を示 したものである。

昭 和63年(1988) 平 成 元 年(1989) 平 成2年(1990)・

特
別
推
薦

社 会 学 科 21 20 31

産 業社会学科 26 15 17

小 計 47 35 as

推

薦

社 会 学 科
1

ae 33 19

産業社会学科 85 34 40

小 計 1.73 67 59

一

般

社 会 学 科 29
'

43 70

産業社会学科 27 56 4a

小 計 56 99 118

園
内
推薦

社 会 学 科 4 3 4

産業社会学科 5 2 4

小 計 9 5 8

合

計

社 会 学 科 142 99 124

産 業社会学科
、

14.3 io7 109

小 計 285 246 233
f

《表3》 入学者数.(社 会学部)
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平均取得単位数は、学園内進学者の方が若干良くないが、有意の差は認め られない。また、社

会学科と産業社会学科間の成績、情報科学、英語A,Bと 他の科 目との相関関係についても有

意の差は出なかった。 さらに、くわしくデータを検討すると、

①1年 間あた り単位取得状態については、

。特別推薦、推薦、一般入試により入学 した学生については差がな く、いずれのグループも平

均取得単位数は38.5で ある。

・学園内進学者は、他のグループに比べて平均取得単位数は32 .8単位とやや少ないが、統計上

の有意の差はない。

② 情報科学の成績については、
。特別推薦、推薦、一般入試により入学 した学生のグループの平均点は71 .2点である。

・学園内進学者の平均点は68 .7点と少 し良くないが、有意の差はない。

③ 英語Aに ついては、

・特別推薦、推薦、一般入試により入学 した学生の平均点は、68 .3点である。

・学園内進学者の平均点は61、0点と少 し良くないが、前者と比較 して、有意の差はない。

④ 英語Bに ついては、

・英語Aと ほぼ同様な傾向を示 している。

引続いて、これらの学生の1年 後の成績と単位取得状態を解析すると、1年 前とほぼ同様の

傾向が得られた。ただし、特別推薦、推薦、一般入試により入学 してきた学生のグループ(Z)

と学園内進学をしてきた学生のグループ(G)と では、データ上(平 均点、標準偏差、分散等)、

両者の差は縮まる傾向にある。 くわ しくは母集団の数 も増えた、4年 間にわたる解析を見てみ

る必要がある。

終わ りに、入学 してきた学生全員が4年 間で所定の過程を終えて卒業で きるわけではない。
一部の学生は、留年 したり、退学することもありうる。4回 生(昭 和63年 度入学)に ついては、

4年 間で卒業出来そうもない学生が、社会学科で14名(在 籍者の9;8%)、 産業社会学科17名

(在籍者の11.9%)で 、合計31名(在 籍者の10.9%)の 可能性がある。 この年は推薦入試で入

学 した学生が多かったためか、留年率の高いグループは、推薦入試により、入学 して来た学生

に目立つ。3回 生(平 成元年度入学)に ついては、社会学科6名(在 籍者の6.1%)、 産業社

会学科4名(在 籍者の3.7%)、 合計10名(在 籍者の4.9%)で ある。 この年の留年率の高いグ

ループは、一般入試により入学 して来た学生に目立つ。これらの原因は、出席不足、試験欠席、

60点以下の不可が多いなど無気力、不注意によるものが多 く、指導方法にも検討すぺき事項が

ある。

退学者についてまとめたのが表5で ある。表中の()内 は在籍者数で、退学率は退学者数

を在籍者数でわった比である。この表より、

・特別推薦、学園内進学rよ り入学 した学生の退学率は過去2 .5年間0%で ある0

・推薦、一般試験で入学 した学生の退学率は、ほぼ10%以 内である。

また、退学 した13名 について、退学理由を調べたところ、進路変更(社 会学部では教員免許

が取得で きないを含む)、 未取得単位の多すぎ、学習意欲の喪失などが、主な原因であった。

学部 として、留年率、退学率の改善をはかるため、原因の明白なものから対策を講 じて行 く必

要がある。
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昭 和63年(1988) 平 成 元 年(1989) 平 成2年(1990)

特
別
推
薦

社 会 学 科 0名0.0%(21名) 0名0.0%(20名) 0名0.0%(31名)

産業社会学科 00:4(26) 04.4(15) 40.U(17)

小 計 0060(47) 44:0(35) Q4.4(48)

推

薦

社 会 学 科 44.5<88) 4Q.4(33) 40,0<19)

産業社会学科 22.4(85) 12.9(34) 04.4(44)

小 計 63.5(173) 11.5(67) d4.0<59)

一

般

社 会 学 科 26.9(29) 12.3(43) 44.4{74)

産業社会学科 311.1<27) 4d.0(56) 04.4<48)

小 計 58.9(56) 11.4(99) 04.4<118)

学
園
内
推
薦

社 会 学 科 00.0(4) 00.Ot3) 00.0(4)

産業社会学科 00.0(5) 00.0(2) 44.0<4)

小 計 00.Q<9) 00.4(5) 00.0(8)

合

計

社 会 学 科 64.2(142) 11.4(99) 44.Q<124)

産業社会学科 53.5<143) 14.9(147) 40.0(109)

小 計 113.9<285) 21.0{206) 00.Q<233)

《表5》 退学者 ・退学率(社 会学部)〈H.2・8現 在、()内 は実数〉

5.お わ り に

入学手続率の理論的な解析と検討をし、入学生の見積 りを改善す る方策を提言 した。また、

入学試験の区分別による入学後の成績についても解析をして、検討を加えた。 さらに、 これら

の事項を改善するためには、入試資料と教務資料のつきあわせ、学生の個人資料のデータ ・ベー

ス化とその統計解析、個人面接調査などを必要とする。そのために、引き続 き解析を続行する

と共に、教育研究用電算機 システム(ACOS430)と 事務用電算機システム(S-150)

との連係 も検討する必要がある。
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Summay

Inthispaper,wehavecarriedoutastudyoftherelationshipbetweenmarksofentrance

examination・andrecordafterentranceinfaculty.Theresultsbystatisticalanalysis.indicate

thatthenewlyproposalofentranceratioandaccumulationofapplicants.


